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七
戸
議
員

吉
田
町
政
は
ど
ん
な
「
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
下
に
運
営
さ
れ
た
の
か
。

現
時
点
で
の
達
成
度
、
ま
た
、

町
長
御
自
身
の
満
足
度
を
伺
い
た

い
。

　

町
長

就
任
当
時
の
深
浦
町
は
、
４
年

連
続
で
赤
字
決
算
を
出
す
と
い
う

危
機
的
な
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
第
一
に
財
政
の
健
全
化
へ
の

取
組
、
そ
れ
と
と
も
に
、
地
域
の

６
次
産
業
化
や
住
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
盛
り
上
げ
て
行
こ
う
と

考
え
た
。

町
が
考
え
る
こ
と
役
場
が
で
き

る
こ
と
に
は
限
度
が
あ
り
、
民
間
、

町
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
産

業
の
活
性
化
や
集
落
機
能
の
維
持

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
る
。

私
の
施
策
の
柱
は
、
第
一
次
産

業
の
振
興
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、

未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
、
集
落

吉
田
町
政
の

　
　
　

運
営
に
つ
い
て

問答

の
活
性
化
、
地
域
医
療
の
充
実
、

地
方
経
済
の
復
興
と
一
貫
し
て
い

る
。深

浦
町
第
二
次
総
合
計
画
で
は
、

将
来
の
目
指
す
姿
を
『
「
ま
ち
」

「
ひ
と
」
「
自
然
」
が
つ
な
ぐ
、

＇
わ
＇
の
ま
ち　

ふ
か
う
ら
』
と

し
た
。

計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
「
定
住
促
進
」
、
「
第
一

次
産
業
と
観
光
業
の
融
合
に
よ
る

地
域
振
興
」
、
「
地
域
医
療
・
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
」
の
３
つ
を
掲

げ
必
要
な
施
策
を
進
め
て
き
た
。

町
政
の
達
成
度
、
満
足
度
に
つ

い
て
は
、
政
治
家
と
し
て
の
私
の

口
か
ら
語
る
と
い
う
よ
り
は
、
町

民
、
議
員
各
位
に
お
い
て
、
御
判

断
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
ま
す
。

　

七
戸
議
員

観
光
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ

っ
た
ウ
ェ
ス
パ
椿
山
事
業
の
廃
止
、

高
校
の
廃
校
、
「
ゆ
と
り
」
温
泉

部
門
の
廃
止
、
商
店
街
の
寂
れ
様
、

何
に
も
増
し
て
こ
こ
ろ
の
灯
が
消

え
て
い
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

町
の
将
来
像
を
考
え
る
に
、
日
本

一
住
み
よ
い
街
を
目
指
し
て
、
役

場
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作

っ
て
青
写
真
を
描
く
考
え
は
な
い

か
。

　

町
長

若
い
世
代
で
町
政
運
営
に
関
心

の
あ
る
方
も
い
る
。
縦
割
行
政
の

中
で
自
分
の
意
見
や
考
え
を
表
現

す
る
機
会
が
な
い
だ
け
で
、
チ
ー

ム
を
組
む
こ
と
で
建
設
的
な
議
論

が
湧
い
て
く
る
と
思
う
。
早
速
、

副
町
長
に
命
じ
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
よ
う

に
す
る
。

未
来
の
深
浦
町
を
住
み

よ
い
町
に
す
る
た
め
の

対
策
に
つ
い
て

問答

問

答

吉田町政どんな運営をしたの
達成度、自身の満足度は？

重点プロジェクト３つを掲げ進めてきた
町民、議員各位で御判断を

七
しちのへ

戸　　均
ひとし

議員質問者の動画が
視聴できます。


